






    要約: 1990 年から 1995 年までに当科肥満外来を受診した小児のうち 6 歳未満は 29

名であり、単純性肥満か 24 名、症候性肥満は 5 名であった。肥満度が 30%を越えるもの

が 80%程度で、受診動機では医師による指摘が多く、家族の意志によるものは少なかった。

家族内の肥満も高率に見られ、栄養指導による治療効果も悪かった。受診時点で肥満の合

併症を有するものは10～20%にみられた。


